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10
月
22
日
、
広
島
市
の
平
和

公
園
内
の
国
際
会
議
場
の
研
修

室
で
行
わ
れ
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
報

告
で
す
。
午
後
３
時
間
ほ
ど
の
日

程
の
た
め
、
時
間
不
足
の
感
は
あ

り
ま
し
た
が
、
こ
の
会
議
に
初
参

加
の
私
に
は
、
短
時
間
と
は
い
え
、

他
県
の
様
子
が
か
い
ま
見
ら
れ
て

興
味
深
い
も
の
で
し
た
。 

こ
の
会
議
室
は
、
日
中
広
島
県

連
が
登
録
団
体
な
の
で
、
無
料
で

使
え
る
快
適
な
も
の
で
し
た
。
民

主
会
館
２
階
の
特
別
会
議
室
を

思
い
浮
か
べ
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
。  

参
加
者
は
、
広
島
支
部
２
人
、

愛
媛
県
連
、
山
口
県
連
、
米
子
支

部
、
島
根
県
連
、
と
岡
山
支
部
、

本
部
か
ら
は
大
西 

広
副
理
事
長

の
計
８
人
で
し
た
。
徳
島
、
香
川
、

高
知
が
欠
席
で
、
大
西
さ
ん
は
少

し
心
配
そ
う
で
し
た
。 

 

本
部
の
大
西
氏
の
発
言
は
次
の

よ
う
な
も
の
で
す
。 

百
科
検
定
と
組
織
強
化
は
一

体
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
。

さ
ら
に
、
協
会
運
動
の
到
達
点
と

し
て
、
現
在
、
会
員
数
は
、
ピ
ー
ク

時
を
下
回
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
ほ

国
国
家
観
光
協
会
も
後
援
、
協

賛
団
体
に
加
わ
っ
た
。
第
４
回
か

ら
、
文
科
省
も
後
援
団
体
に
な
っ

て
く
れ
そ
う
だ
、
と
の
こ
と
。
百
科

検
定
は
協
会
の
大
学
習
運
動
で
あ

る
と
い
う
位
置
づ
け
を
し
っ
か
り

う
け
と
め
よ
う
、
と
も
。 

全
国
１
０
３
９
０
人
と
い
う
会

員
・
準
会
員
数
（
１
６
・
９
月
現
勢
）

の
な
か
で
、
中
四
国
で
は
、
岡
山
、

倉
敷
支
部
合
わ
せ
て
２
５
７
人
は

最
大
勢
力
で
あ
る
こ
と
、
岡
山
の

中
国
帰
国
者
と
の
交
流
、
支
援
は

中
四
国
で
も
め
だ
っ
て
活
発
に
お

こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
月
３
回
の

「
日
中
友
好
新
聞
お
か
や
ま
」
の

発
行
も
誇
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。 

 

（
１
）
な
ど
に
要
請
し
て
い
ま
す
。 

 

１１
月
２１
日
の
理
事
会
で
、
配

布
先
を
各
理
事
に
割
り
当
て
、
全

員
で
宣
伝
行
動
に
取
り
組
み
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

先
日
、
会
員
以
外
の
人
か
ら

「
現
在
の
世
界
の
動
き
を
知
る
に

は
、
中
国
を
抜
き
に
考
え
ら
れ
な

い
。
中
国
を
よ
く
知
る
た
め
に
検

定
を
受
け
る
」
と
、
す
で
に
公
式

テ
キ
ス
ト
と
問
題
集
を
買
っ
た
と

い
わ
れ
、
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

「
理
解
は
絆
を
強
く
す
る
」
「
中
国

力
で
可
能
性
を
広
げ
る
」
と
の
呼

び
か
け
の
も
と
に
行
わ
れ
る
検
定

の
意
義
を
知
ら
せ
る
こ
と
で
、
中

国
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
れ
ば

日
中
友
好
の
一
助
に
な
る
と
確

信
し
ま
し
た
。 

 

「
―
中
国
力
で
可
能
性
を
広
げ
よ

う
―
」
を
加
え
、
組
織
の
内
と
外

の
宣
伝
を
や
っ
て
い
き
た
い
。
市
内

の
中
国
語
教
室
へ
も
出
向
き
、
リ

ー
フ
、
チ
ラ
シ
を
置
い
て
も
ら
う
だ

け
で
な
く
、
勧
め
て
も
ら
え
な
い

か
、
そ
ち
ら
の
宣
伝
も
し
ま
す
、

と
言
っ
て
も
い
い
で
は
な
い
か
。
大

学
は
も
ち
ろ
ん
、
高
校
で
中
国
語

履
修
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
へ
も
行
こ

う
。
記
者
会
見
も
い
い
。  

第
３
回
の
こ
の
検
定
に
は
、
日

本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
、
春
秋
航
空
、
中

第
３
回
中
国
百
科
検
定
は
、
来

年
の
３
月
２０
日
（
月
・
春
分
の
日
）

に
実
施
さ
れ
ま
す
。
申
込
期
間
は

１２
月
１
日
か
ら
来
年
の
２
月
２０

日
ま
で
で
す
。
今
回
の
新
聞
に
同

封
の
受
験
願
書
を
兼
ね
た
専
用
の

「
払
込
取
扱
票
」
に
記
入
し
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

日
中
岡
山
・
倉
敷
支
部
は
、
２０

人
以
上
の
受
験
者
を
確
保
し
ぜ

ひ
成
功
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
１１
月
を
「
第
３
回
中
国
百
科

検
定
取
り
組
み
強
化
月
間
」
と
位

置
づ
け
、
ポ
ス
タ
ー
、
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
の
配
布
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。 こ

れ
ま
で
大
学
（
１
校
）
、
高
校

（
２
校
）
、
公
民
館
（
３
）
、
福
祉
交

流
プ
ラ
ザ
（
２
）
、
弁
護
士
事
務
所

ぼ
維
持
し
て
お
り
、
ま
た
、
協
会

の
各
界
へ
の
影
響
力
は
大
き
く
な

っ
て
い
る
。
課
題
と
し
て
は
、
全
国

ど
こ
に
も
支
部
が
あ
る
と
い
う
状

態
に
す
る
こ
と
、
高
齢
化
の
克

服
、
と
い
っ
た
よ
う
な
も
の
で
し

た
。
点
在
す
る
会
員
を
生
か
し

て
、
支
部
を
作
る
こ
と
も
可
能

か
、
と
い
う
参
加
者
の
意
見
も
あ

り
ま
し
た
。 

 

第
３
回
百
科
検
定
に
つ
い
て
。
リ

ー
フ
の
こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
「
理
解
は
絆
を
強
く
す
る
」
に

日
中
友
好
協
会 

 

中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
に
参
加
し
て 
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「日中友好 café」を開きました 

    医療生協水島健康まつりで、 

倉敷支部は 11月 6日（日）、水島南春日町第一

公園で開かれた倉敷医療生協の水島健康まつり

で、「日中友好 café」を開き日中問題をおおいに語

り合いました。～ 

長く続いている「中国脅威論」や、最近の中国の

南シナ海での行動、さらには核兵器廃止条約に対

する逆行した言動は、日中友好運動に大きな影を

落とし、とても厳しい環境です。 

日中友好協会本部の指摘のように、こうゆう時だ

から日中友好協会の仲間増やしは、ことのほか大

切です。今日の「日中友好 café」では来店くださっ

た方々とおおいに語り合い、2 人の仲間が増えまし

た。 

 

第
３
回
中
国
百
科
検
定 

１２
月
１
日
よ
り
申
し
込
み
開
始 

 

2400 

 

 

 



 

次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

１１
月
２１
日
（月
）午
後
１
時
半
か
ら 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で
す
。 

  

小林 

曽田 

竹内和 

竹内袈 

坪井 

 

「人権２１」秋の講演会 
 １１月１９日（土） １３：３０～１５：３０ 

 テーマ：「ナチスの過去と最後のタブー」 

 講 師：對馬達雄氏（秋田大学名誉教授） 

 ※ナチスの過去の清算を最大の戦後課題とした西ドイツ、統一ドイツの反

ナチ運動の名誉回復、最後のタブーとされた逃亡兵の名誉回復について

語っていただきます。多数のご参加を歓迎します。 

 会場：岡山県民主会館内センター事務所 

おかやまいっぽんと市民団体懇談会㏌倉敷市 

と き 平成２８年１１月１３日（日） １４：００～１６：００ 

ところ 倉敷物語館２階会議室 

     〒710-0055 倉敷市阿知２－２３－１８ 

     ＴＥＬ086-435-1277 

懇談内容 「おかやまいっぽん、もういっぽん！～来る衆議

院選に向けて～」 

日中友好協会岡山支部 

２０１６年 望年会のご案内 
今年もあと１ヵ月半ほどになりました、恒例の「日中友好望年会」を下記のように行いますの

で、多数ご参加くださいますようにご案内申し上げます。中国からの帰国者の方々も参加し、

手作りの餃子をごちそうしてくれます。 

多くの方々と交流し、１年の活動の労をねぎらい、来年に向けての活力にしていきたいと思い

ます。多くのみなさまのご参加をお待ちしています。 

【日 時】１２月１１日（日）午後３時～５時 

【場 所】 岡山県民主会館（岡山市北区伊福町１-５３） 

【参加費】 2,000円 

【お申込み】日中友好協会岡山支部 事務局長 小林軍治まで 

（ＴＥＬ・ＦＡＸ） 086－277－2470 （携帯電話）090－8240－2001 

 ＊ 中国帰国者のみなさんは水餃子を、日中岡山の理事がおでんなどを用意し、手作りの

望年会にします。 

 ＊ 準備の都合上、ご参加をご希望の方は前もってお申し込みください。 

     （締切日は、１２月７日（水）とさせていただきます。） 

今
回
の
旅
行
の
目
的
で
あ
る
兵

馬
桶
坑
見
学
は
、
始
皇
帝
を
守
る
馬

や
兵
士
の
焼
き
物
と
し
て
写
真
や

知
識
と
し
て
知
っ
て
は
い
て
も
秦

の
始
皇
帝
陵
の
陪
葬
墓
で
あ
る
の

に
一
・
五
キ
ロ
も
離
れ
て
い
る
。
目

の
前
で
現
在
も
発
掘
中
。
現
地
に
行

っ
て
み
な
け
れ
ば
私
の
距
離
感
で

は
想
像
が
で
き
な
い
規
模
の
広
さ
、

大
き
さ
や
見
学
者
の
多
さ
に
ち
ょ

っ
と
興
奮
気
味
。
そ
の
せ
い
か
私
は

メ
ン
バ
ー
か
ら
は
ぐ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。 

そ
の
外
、
西
安
に
は
史
跡
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、
三
蔵
法
師
が

天
竺
か
ら
持
ち
帰
っ
た
経
典
を
保

存
し
た
大
雁
塔
。
安
倍
仲
麻
呂
や
空

海
ゆ
か
り
の
地
。
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の

起
点
と
な
る
明
代
に
築
か
れ
た
城

壁
。
ゼ
ロ
番
札
所
と
言
わ
れ
る
青
龍

寺
へ
行
き
ま
し
た
。 

私
た
ち
以
外
の
ツ
ア
ー
参
加
者

も
岡
山
市
か
ら
の
人
た
ち
で
ほ
と

ん
ど
同
年
代
。
異
国
で
聞
く
岡
山
弁

は
妙
に
気
恥
ず
か
し
か
っ
た
で
す
。 

お
か
し
か
っ
た
の
は
、
お
土
産
を

買
う
時
、
残
留
孤
児
の
配
偶
者
で
中

国
籍
の
「
冨
岡
玲
子
さ
ん
」
が
「
高

い
よ
～
」
と
日
本
語
で
値
切
っ
て
い

た
こ
と
。 

観
光
以
外
で
も
賑
や
か
に
笑
い

の
絶
え
な
い
中
国
旅
行
で
し
た 

 

西
森
文
子 

 

１０
月
中
旬
総
社
日
本
語
教
室
有

志
４
人
で
中
国
・
西
安
に
行
き
ま
し

た
。
（
受
講
生
１
人
、
講
師
３
人
）

「
京
都
に
兵
馬
俑
が
来
と
る
、
行
か

ん
？
」
と
木
曜
日
の
教
室
で
話
題
に

な
り
「
せ
っ
か
く
な
ら
本
場
で
見
た

い
」
「
京
都
ま
で
の
旅
費
に
少
し
プ

ラ
ス
し
た
ら
行
け
る
・
・
・
」
と
盛

り
上
が
り
、
格
安
ツ
ア
ー
（
三
泊
四

日
）
を
新
聞
折
込
み
で
見
つ
け
、
教

室
の
メ
ン
バ
ー
全
員
に
呼
び
か
け

て
最
終
的
に
は
４
人
が
参
加
。 

岡
山
空
港
か
ら
上
海
で
国
内
線

に
乗
り
換
え
西
安
市
に
行
き
、
同
じ

ホ
テ
ル
に
三
泊
し
て
の
観
光
で
し

た
。 

昨
年
の
第
２
回
中
国
百
科

検
定
の
出
題
か
ら 

２
級
の
問
題
の
一
部 

 

第
１
問 

４
つ
の
直
轄
市
の
中
で
最
も

面
積
の
大
き
な
都
市
は
ど
れ
か
？ 

 

①
北
京 

②
天
津 

③
上
海 

④
重

慶 第
２
問 

中
国
の
北
半
分
と
南
半
分

を
分
け
る
安
徽
省
中
部
の
河
は
何
か? 

①
淮
河 

②
珠
江 

③
遼
河 

④
渭

河 第
３
問 

「
上
有
天
堂
、
下
有
○
○
」

と
讃
え
ら
れ
る
風
光
明
媚
な
街
は
ど

こ
と
ど
こ? 

①
蘇
州
と
無
錫 

②
蘇
州
と
揚
州 

③
蘇
州
と
杭
州 

④
無
錫
と
揚
州 

第
４
問 

江
蘇
省
の
省
都
は
ど
こ? 

①
蘇
州 

②
無
錫 

③
南
昌 

④
南

京 第
５
問 

ク
ン
ル
ン
山
脈
は
新
疆
自
治

区
の
ど
こ
に
位
置
す
る
か? 

①
北
辺 

②
中
央 

③
南
辺 

④
西

辺 【解
答
】 

第
１
問 

④
重
慶 

第
２
問 

①
淮
河 

第
３
問 

③
蘇
州
と
杭
州 

第
４
問 

④
南
京 

第
５
問 

③
南
辺 

中
国
旅
行 

―
総
社
日
本
語
教
室
有
志
― 

 

右後方の小高い山が始皇帝陵 


